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児童・生徒の社会的自立に向けた

個別の指導計画作成システムの構築(2)
附属東雲小・中学校養護学級における個別の指導計画の作成及び実践-
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I　研究の目的

現在, _教育の個別化は障害児教育のみならず,通常

の教育においても強く求められている。障害のある児

童・生徒の現在及び将来の学校・家庭・地域での充実

した生活を実現するためには,個々の児童・生徒の実

態把握に基づく指導目標を設定し,その達成に向けて

学校,家庭,専門機関が密接に協力していくことが必

要である。本研究の目的は,児童・生徒の自立に向け

た支援を視野に入れ,個別の指導計画の作成というプ

ロセスを通して,卒業後の進路等を踏まえた授業を作

り上げていくための新たなシステムを構築していくこ

とである。その最初の取り組みとして.昨年度は.附

属東雲小・中学校養護学級在学生及び卒業生の保護者

を対象として,学校,家庭,大学間の協力のあり方等

に関するアンケート調査を実施したO　その結果.相互

の連接や児童・生徒に応じた教育内容・方法などに関

して.大学,学校が抱える課題が明確化された。

今年度は.この結果を踏まえて,現在小・中学校養

護学級で作成,実践,評価等が進められている個別の

指導計画の実際を紹介し.これまで両学級が独自に積

み上げてきた教育実辞射二,個別の指導計画の基本理念

がどのように活かされ,具体化されつつあるのかにつ

いて検討を行った。

]　小学校養護学級の個別の指導計画

1.本年度の研究推進についての基本的な考え方

(1 )昨年度までの経緯

養護学級では,本校の研究主題である「自立に向か

う子どもたち」を掲げ,実践を行っている。

研究主題を設定した初年度は「自分で決める場を大

切にして」というサブテーマを掲げ,児童の自己選

択・自己決定をいかにして保障していくかということ

について,児童の選択の実態と集団とのかかわり.そ

れに基づく支援についての表を作成して実践を行い検

証していった。また,これまでの自己選択・自己決定

に焦点をあてた実践を行う中で.かかわりに焦点をあ

てた実践がより必要になるということが検証の中から

浮き彫りとなってきた。そこで「人やものとかかわる

ことを大切にして」というサブテーマを設定してより

かかわりに重点を置いた表の作成を行った。その際従

来の表のかかわりの部分を細分化していくという作業

を行い,それを実践,検証していったO

昨年度までの実践においてかかわりの改善はいくつ

か見られたものの,かかわりを通して個々の児童が何

を学んでいくかということをより明らかにする必要性

が出てきた。個々の児童が何を学び,そのためにはど

んな支援が必要か.すなわち自立に向かうための基

礎・基本を明確にしていく必要があるということを感

じたO襲讃学級ではその根幹に「個別の指導計画」を

掲げ,その作成や実施を行う中で,どういったことが

本校養護学級の「自立に向かうための基礎・基本」と

なるのかということについて本年度研究を進めていく

こととした。

(2)本年度の研究仮説について

①　学習の「もと」となるもの

個々の固有の発達課題を見据え,適切な支援をして

いくためには,前述したように個別の指導計画の中に

個々の発達課題が盛り込まれていることが必嬰であ
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る。

また,本校の本年度のサブテーマに照らし合わせ.

「基礎・基本」を考えていくためには,個別の指導計

画の中に「基礎・基本」となるものがあって,それを

定義付けし,研究を深めていくことが必要となる。

養護学級では.その「基礎・基本」となるものを.

個別の指導計画の中の「基礎課題」と位置づけて研究

を行うこととした。

本校養護学級での個別の指導計画の作成手順として

は,以下のようなことがあげられる。

○　実態把握

○　保護者との話し合い

○　教官同士の共通確認

○　実施にあたっての注意の確認

このような手順で作成を行うが,基本的な考え方と

して以下の構造図に表されるような考え方をもとにす

ることとする。

A・B・C-中心課題(1年を一応のスパンとして)

a l　　　-・基礎課糧(授業レベルで取り組んでい

く課題で中心課題から具体化する)

重点II惜

[=≡コ[二耳コ[二三コ
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中心課題の領域として以下の5つを考え亘.
a.健康　b.基本的生活習慣　C.言語,数量

d.社会性　e.情緒

この5領域の中心課題を1年間の長期目標として設

定し,その目標を達成するために1-c3までの基

礎課題を作成するといった手順である。

ここでの基礎課題は各教科・領域,道徳,特別活動,

総合的な学習の時間のそれぞれの内容に細分化され,

その内容を修得することで中心課題(長期目標)が達

成されると考えられる。

本校養護学級では,本年度,この基礎課題を個々の

児童が学習をしていく上での「基礎・基本」となる,

と定義した。基礎課題は,上述したように各教科・領

域,道徳.特別活動,総合的な学習の時間のそれぞれ

に設定されるものであり,それは本校の2学期制に合

わせて「短期目標」として前期・後期に分けて作成す

ることとした。

(む　仮説について

今年度は,以上のような個別の指導計画を作成して

いく中で,児童が個々の中心課題を達成していくため

に設定した基礎課題が適切であったかどうかを実岸畑

検証していくこととする。その際,本校養護学級が授

業を行う際に個々に設定している「目標行動」と短期

目標(基礎課題の半期分)がどのように関連し,有機

的に授業が機能していくかということについて,短期

目標とそれぞれの教科・領域等での単元の目標と単元

の中の1授業の個々の目標行動を関連づける表を作成

する。その中で授業実践を行うことで, 1つの授業が

「個別の指導計画」を作成しながら,その計画が実際

に個々の児童にとって適切で有機的に機能しているの

かということについて「総合的な学習」の実践事例を

例に挙げながら実践・検証を行っていきたい。

2.本年度の実践について

(1 )具体的方策について

①　実践の方法

実践は以下の手順によって進めていったo

a.児童の実態把握

b.保護者との懇談

C.本年度の重点目標,中心課題(長期目標)の設

定

d.家庭訪問

e.基礎課題(短期目標)の設定

f.教育相談

g.個別の指導計画による指導の実施

h.関連表作成(半期ごとに検証)

aについては,日常の家庭からの連絡帳や日々の学

校生活の中で各担任が児童を観察,支援していく中で.

児童の実態を把握する。また,現在はまだ行ってはい

ないが,児童の発達を客観的にみとるための手段とし

て,各種の発達検査を行うことが必要であると考えて

いる。

bについては,担任が把握している情報を確認した

り家庭での情報をさらに取り入れたりするため,さら

には保護者の児童に対する願いを聞き.児童をどのよ

うに育って欲しいか,育てていきたいか,ということ

についての話し合いを行う。

a ・ bという過程を経て.それぞれの担任が本年度

の個々の児童の重点目標,中心課題を設定する。その

際a ・ bの確認事項を十分考慮に入れて設定すること

とした。

その後, dの家庭訪問を実施する。家庭訪問では自

力登下校の現状や課題点を探っていくことと並行し

て,もう一度保護者の児童の教育に対する願いを聞く。

このとき前回よりもさらに具体的な学習の内容につい

ての聞き取りを行う。

eでは家庭訪問の確認事項とそれまでの確認事項を

考慮に入れて中心課題を修正するべき点があれば修正
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しつつ短期目標を設定する。この時,それぞれの教

科・領域.道徳,特別活動.総合的な学習の時間の内

容を考え,児童が個別の指導計画の短期目標が達成で

きるように単元構成や学習内容を視野に入れつつ設定

していく。

fでは,実際に設定された個々の「個別の指導計画」

を保護者に見ていただき,これまでの確認事項が反映

されているかの話し合いを行う。保護者から意見が出

てくればその場で相談を行い.目標の中身や文章表現

などを変更していく。設定されたものを本格的に実施

していくという手順をとったo　さらに.今回はそれぞ

れの教科や総合的な学習の時間の単元を抽出し,その

中での関連性を見ていくことや実際に有機的に「授業」

が機能しているかということについての検証を行って

いくこととする。表についてはまた後段で説明するこ

ととする

(む　検証の方法

a.授業研究

本年度は総合的な学習の時間を取り上げ, 1単元を

焦点化していく。本年度立てられた「個別の指導計画」

の中の短期目標と,総合的な学習の時間の単元の目標,

授業研究を行う時間の個々の目標行動を並べて表示し

た表を作成していくo　その中で以下のような形におい

て検証を行う。

〇　本授業では個々の目標行動を達成しうる支援がな

されていたか。

○　目標行動が達成されていたとして.その目標行動

はその単元の個々の課題を達成しうるものになっ

ていたか。

○　単元の目標は短期目標を達成しうるものになって

いたか。

b.保護者へのアカウンタビリティー

保護者には.この「個別の指導計画」を作成.実施

するにあたって多くの話し合いの機会をとっていただ

いている.保護者にとっても「個別の指導計画」が我

が子にとって有機的に機能しているかということは大

きな関心事であると同時に,私たちが保護者の意見を

聞きそれが実際に児童の教育に生かされているという

ことを説明し理解を得る必要がある。前年度はアンケ

ートを実施して保護者の意見を伺ったが,今年度は個

別の指導計画の短期目標の部分を保護者に提示する

「未来へのあゆみ」の「学習内容」 「ねらい」の部分と

リンクし,短期目標の評価がわかりやすく行えるよう

にした上で.保護者からの聞き取りを実施していく。

C.中心課題(長期目標)と短期目標との関連

本年度,中心課題を5領域に設定したが,その領域

と各教科・領域.特別活動.総合的な学習の時間等の

関連については明らかになっていない。そこでその関

連について年度の終了後に研修会を言削す.その中で関

連性や領域の妥当性についての協議を行い,来年度に

生かしていく。

3. 「総合的な学習」の実践事例

( 1 )総合的な学習の時間の実践内容

①　単元「なにして,あそぶ?」について

児童が日常の学習の中で.課題を見つけ.それを解

決していく過程で,これまで経験してきた既習の事柄

や自分の考えを駆使することは必要なことであり望ま

しい姿でもある。

知的にハンディキャップをもつ児童にとって将来的

に自分たちの生活をつくることができるようにするた

めには,学童期から「本人参加」の考えを学校生活や

授業の中で取り入れていくことが不可欠であると考え

る.経験したことを日常の生活で一般化することが難

しかったり,大きな集団の中では受け身になったりす

る可能性をもつ児童にとって,自分の好みの活動を,

将来の自主的な活動である余暇活動につなげていくと

いう取り組みは学童期から必要であると考える。

本学級の児童は個々に自分たちの好きな遊びをもっ

ている。それぞれの遊びは子どもの生活の中で必要な

ものであり,それは将来的に固有の「余暇活動」へと

発展していくと考える。児童が自分たちで考えた遊び

をグループ分けし.その中で互いにかかわり合いなが

ら活動していくことは,余暇活動へスムーズに移行し

ていくための一つのステップであると考え本単元を設

41"Iた.、

実践にあたっては,まず児童が日常行っている遊び

に注目し,その遊びを選択肢の中に入れて興味・関心

を引くようにしたい。さらに.同じような遊びが好き

な児童をグループ分けし.その中で児童が人やものと

かかわり合いながら活動していくことを意図的に設定

する。加えて,自分たちが企画し.計画をし.実行す

ることで見通しや達成感.自己有用感を味わうように

したい。

単元構成は以下の通りである。

第一次-楽しく遊ぼう～ぼくの,私のあそび- (2時間)

第二次-みんなと遊ぼう一友だちと一緒に-(4時間)

第三次-遊びの広場をつくろう(4時間)

児童個々の目標行動(第二次第3時)と単元の個別

の目標,短期目標との関連表は以下の通りである。
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質料 ⊥【己童 の 短 期 目 標 と 本 単 元 をこ お Lす る 課 題 お よ び 本 日寺 の 目 標 才子 動
m IM U …ヒ-jl a m as m m m m ミ 茶曙の E]裸1丁動

①

U 周 りの様+ ヤいろいろ7IS 支援を字がかりに好き7=i 枯勤 革具カー ドや親 しい友たちの選 目分のや りたいおJ占をJ 友たちの
を選んだり, 友だちとともにその活動を楽 しむ ことがで 択を見なが ら, 自分で一つのも 行動を模倣するなどして選び, 写

きる0 のを選ぶことができるようにな
る。

真カー ドをはることで自分の気も
○校外での学習や宿泊活動に臭味を待ちながら事前学習
を行ったり, 当 日触れ るものや人に興味関心を抱いたり
することができる0
○話の粗筋をつかみ, 役になりきって 自分な りの表現を
しなが ら活動することを轟 しわことができるn

ちを表舞す ることができるD

②

、 、 .i】("W X Sfl SSlr白 岡 [iiK VN T;ヨ■-
U 周 りの様子やL, らt, ろな文王賢を手カか りに好きft 古動
を選んだり, 友だちとともにその活動を行 うことができ

カー ドの甲からJ 興l朱をもった
ものを選んで指 し示すことがで

2 ~ 3 1文の与具カー ドの甲から目
分のや りT-=いお店を選び, 指 さし

昌抜外での学習や宿泊活動に興味を待ちながら事前学習

を行った。, 当 日触れ るものや人に興味関心を抱いたり
することができる0
○周 。の友だちの様子や教師の働きかけを手がかりにし
ながら. いっしょに活動しようとすることができる̂

きるよフになる0 等で指 し/7;すことができるD

③

U 周 V) の様+ ヤいろいろ7-2 文王髭を手がかY) に好きな指.戟 カー ドの甲から, 興塀三をもつT= 2 - 3 *文の与具カー ドの甲か ら目
を選んだり, 友だちとともにその活動を行 うことができ ものを選んで指 し示す ことがで 分のや りたいお店を運びJ 指 さし

る0
0 事前学習を行 うことで校外での学習や宿泊活動に興味
をもったり, 大まかな見通しをもって当日の活動を行 う
ことができる0
○話の粗筋をつかみ, 周りの様子や教師の働 きかけを手
がかりにしながら活動 しようとするn

きるよっになるe 等で指 し不す」とができるD

㊨

I 'ifまでの停験や軽萩を思いm l 'iか b くけきTL ー占靭5:
んだり, 友だちとともに楽しみながら括動す ることがで

与具刀ー ドを見て措勤をイメー 与具刀ー ドを手かかr) として措y )
ジしながら, 好きな活動を運ぶ の手順を理解 した上で, 自分のや

きる0 ことができるよ うになる0 りたいお店をカー ドをはることで
○事前学習により活動のイメージをもって校外での学習
宿泊活動を楽 しみに したり, 見通しをもって当日の活

暫縞 去遠 雷詣 豊海解し, 役にな りきって他の役の

人とかかわりなが ら活動することを楽 しむことができ
る^

表現することができる0

⑤

o *rまでの件駅lP 杜敬を思い出 しながら好きな精勤を溝
んだ り, 友だちとともに楽しみながら活動することがで

カ】 Y ー Y がか r L 、
ジしながら, 好きな活動を運ぶ の手順や内容 を理解 した上で 自分

きる0
0 事前学習により活動のイメージをもって校外での学習
や宿泊活動を楽 しみに したり, 見通 しをもって当日の活
動を行 うことができる。
○お話の内容を理解 し, 役になることを楽しんだ り, 也
の役の人とかかわ りなが ら活動することを楽 しむことが
できるn

ことができるようになる0 のや りたいお店を言葉で表現する
ことができるD

⑥
U

(⊃

自分の思い, をカー ドJP胃薬でス トレー トに表現 して,
相手に伝えようとすることができる0
多くの友だちや保護者とのかかわ りを楽 しみながら,

… ′一 S r-1了` B 革具カー ドや ノーl トを手がか りと
げ, 友だちとのや りとりの方法 して, 自分のや りたいお店を選び
を知って, かかわ りを楽 しむ こ 言葉やカー ドを貼 ることで表現す

自分の役割 をや りきろうとすることができるn とができるようになるn ることができる0

⑦

U 目分の思いを, カー ド7=f どを用いて止雁に表祝 しよウ
としたりJ 相手に伝わるような声の大きさで衰果 した
りすることができる。

〇日分の役割に見通 しをもって, 一定の時間自発的に役
割を果たそ うとすることができるn

自分の好きm 古勤を選び, 役
割の見通 しをもって仕事をや り

革具カー ドJP ノー トを手かか Y) ど
して, 自分のやりたいお店を選び

きることができるようになる0 カー ドを貼ることで表現すること
ができるD

③

U 自分の思いを, 叉の形で止椎に伝えよ うとすることが
できる0 また, 自分の思いをある程度譲 らず主張 しよ
うとす ることができる0

目.けLrl好きf」l占靭 '蝣"tB l -l/こ 既習の事柄 を想起 し7=t がE), ノー
げ, 活動の工夫をしながら, 多 トを手がかりとして自分のや りた
くの人 とのや りとりを積極的に いお店 を言葉で表現することがで

○友だちの動きを見ながら自分からかかわ りをもって活
動しようとす ることができるn

楽 しむことができるようにな
るn

きる0

⑨

U 自分の思いを, 伝 え万を工天 して表現 したり, 友たち
の意見にも気持ちを向けて思いを見直 したりすること
ができる0

自分の好さォf古一切の幅を広
げ, 活動の見通しをもって柔軟

与、
手 り

して自分のやりたいお店を言葉でに^ 割を た ことができる 表現することができる0
○年下の友だちへのかかわり方を考えて活動することが
できる0

また, 年下の友だちに優 しくか
かわることができるようにな
る0

.⑩

U 自分の思いを, カー ドや吉葉を用いて横棒的に伝 えて
いこうとすることができる。

○友だちと一緒の場所で, かかわりをもちながら遊んだ
り仕事をしたりすることができる0

自分の好きォ?古動の帽を広 多くの選択版の甲から自分のや り
げ, 役割の見通しをもって役割 たいお店を選び, そのことを言葉
を果た したり, お客さんとのや やカー ドを貼ることで表現するこ
りとりをした りするよ うにな
るn

とができる0

ゥ
U 自分の思いを王躾す るT=けでなく, 相手の気持ちにTjl

つて譲歩 しようとす ることができる0
0 友だちの様子や気持ちを考えながら, その場の状況に
応 じた適切な言動をとろうとすることができる0

十読 十手十十 ∴ i '' "・'「 背の事柄 を想起 しながら, ノー
トを手がかりとして自分のや りた

とのや りとりを楽しむことがで いお店 を言葉で表現することがで
きるようになる̂ きる0

⑫
U 全件の」とを考えながら自分のヤ1) 1tいことを決のる
ことができる0
0 日分の役割をはたそ うとす ることができるD
O 自分のことだけでなく友だちの ことも意識 して一緒に
活動することができる̂

友7: ちJP 卜字牢の児童を意識 し
てお店を決めることができると

自分の*? 1)たいおJ占を既習の事柄
やノー トを手がか りに して選び

ともにJ その中での役割に気づ
くことができるようになる0

言葉で寿現することができるn

⑬

U 自分の・蝣p tl fc い」とを全件をみなから決めることかで 自分のや りたい二日J古を選ぶ とと 自分のや りたいお)占を与具刀ー ド
きる0
○友だちの様子ややっていることを参考に自分の活動に
とりいれることができる。
○みんなの前で大きな声で表現することができる。

もに, 他の児童と協力 して活動 やノー トを手がかりにして選び,
できるようになる0 言葉で表現す ることができる0

⑭

分の昔志をま りに衷現することかできる0
○友だちを意識 しながら楽 しんで活動することができ

自分のや りT= いお)占を選ふこと 革具カー ドを手かか r)に して, そ
ができるとともに他の児童と楽 の中から自分のや りたいお店を選

るO
O 劇な ど音楽や友だちの動きに合わせて表現することが
できるn

しんで ることがで るよ ぴ, カー .1 るこ によっ
うになる0 て表現することができるO

(◎

U まわ YJ の様子を見7=Z から目分のヤ <o t- いことを次のl
その役割をはたそ うとす ることができる0
0 他の友だちにア ドバイス した り誘ったりすることがで

友たちヤ 卜字午の児童を意識 し 全件の場で, 卜亨牛の児童の選ぶ
てお店を決めた り, その中での 様子を見ながら, そのことを考え
役割をはたす ことができるよう つつ自分のや りたいお店 と全体の

きる。
○表現のしかたを工夫 しなが ら活動することができるD

になる0 調整を図ることができる0
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4.考　察

(1 )本実践では個々の目標行動を達成しうる支援が

なされていたか

本実践は自分たちが日常行っているあそびを選択肢

として,総合的な学習の時間の中で自分たちであそび

を選んで行っていくというものである。前ページの表

にもあるように,本時の目標行動はどの児童について

も「あそびを決める」ことがあげられている。本授業

では具体物や絵カードを使用して,児童があそびのイ

メージを持つことができやすいような支援を行ってい

ったため,ほぼどの児童もあそびを決めるために自分

たちなりの表現を行うことは達成されたようである。

しかしながら,もう一つの単元の設定理由には,友

達とかかわりながらあそびを構成していくというもの

があった。この目標に関しては,授業の展開の中にか

かわりを意図的に設定する支援が少なかったため,支

援を必要としないでもかかわれる児童しかかかわりを

もつことはできなかった。このことは以下の点に原因

があると思われる。

・単元構成の中で「自分で決める」ねらいと「かかわ

る」ねらいを設定する場面を同じ時間にもったため.

児童にとってねらいが明確にならなかった。

・本来自分で決めることは個人内の考えにおいて決定

されることで,かかわりは自分の意思を調整しなが

ら行うことであるから,それぞれ相反した性格をも

っている。その内容を同時に持ってくることに無理

があったのではないか。

( 2)目標行動は本単元の個々の課題を達成するもの

になっていたか

授業研究を行った時限だけでは全てにおいて達成さ

れたとは言い難いが.本単元を全体的に行っていく中

で達成されたと考えている。しかし以下のような課題

も浮き彫りになった。

・児童の個々の課題を単元の中で設定したにもかかわ

らず,個々の課題に迫る単元構成が思い切ってでき

なかった。従来の全体の「本時の目標」があり,そ

れにとらわれていたと考えられる。今後はより個に

迫る単元構成や授業の展開を考えていく必要があ

る。

(3)単元の目標は短期目標を達成するものになって

いたか

本単元では,短期目標の中の個々の達成課題を網羅

していたと考えられる。ただ.短期目標は1単元だけ

で達成されるべきものではないので本単元だけで判断

を下すことは早急であると考えられる。本研究では1

単元だけの抽出なので,半期分の単元を抽出して判断

することが必要であろうo　ただ本単元を見る限りにお

いてはおおよそ妥当性があったと考えることができ

るO

Ⅲ　中学校養護学級の個別の指導計画

1.はじめに

障害児教育において中学校は,障害児教育諸学校の

中学部とその役割を分かち,小学校と養護学校高等部

との間の時代を担当する。かつては中学校卒業後就職

して社会に出る生徒のための教育が重点的に行われた

時代もあったが,現在では,養護学校高等部を主に進

学が一般化してきた観がある。そのような状況で,中

学校時代にどのような力を身につけさせればよいかと

いう命題も抱えながら.我々のなすべきことは,一人

ひとりの生徒の実態を見極め,課題を兄いだし,将来

あるべき姿ゆくべき方向をいくらかでも明らかにして

いくことが求められているのではないかと考える。

東雲中学校障害児学級(3組)は1学年8名, 3学

年で24名の生徒が在籍しており, 「生徒の発達課題に

応じ,社会的自立をめざした基礎的な知識・技術及び

態度を身につけさせ,より豊かでたくましい生活力を

育成する」という目標を掲げ,生徒相互の関わりを重

視し,集団の中で自主的態度や社会的態度を身につけ

ていく指導を展開してきた。

近年,本学級の生徒の障害の様子に変化が見られ.

また,社会の変化から進路状況も変化してきた。これ

らに加え,障害児教育に特別支援の考え方が導入され,

障害児教育自体にも変化が訪れた。すなわち個別の課

題を明確化し.それに基づく個別の指導計画を元にし

て個に応じた内容・方法による教育がより強く求めら

れることになった。

そこで本学級では,これらの状況をふまえ,この数

年間で,生徒の実態を考慮に入れ.どの生徒も生き生

きと.またのびのびと学習し.一人ひとりに必要な力

を身につけることができるよう,カリキュラムの見直

しや,新たな指導内容の創造,指導形態の改善などを

行ってきた。

本年度はさらに全教科(等)についてティーム・テ

ィーチング(T.T)を導入して,より細かな指導を可能

にする体制を整え,さらにその考え方を具現化するた

め,個別の指導計画の様式を作成し,指導に生かすこ

yを*w.∴

2.個別の指導計画と個に視点をあてた取り組み

個々の生徒への支援をより適抑二,より確実なもの

とするためには, ①個別の指導計画の作成. ②カリキ

ュラムの見直し, ③授業形態の検討が必要であると考
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え,取り組みを行っている。

①個別の指導計画の作成

個別の指導計画の様式として.以下にあげる3つの

ものを作成した。様式1 (表1)は,担任が保護者と

の連携のもとに立てた指導計画案であり,長期目標と

しては,卒業時につけておいてほしい力をあげ,短期

目標としては.長期目標達成に向け学年終了時につけ

ておいてほしい力をあげている。また,保護者からの

要望の欄は,懇談等で保護者の願いをききとり,記入

している。目標達成に向けての各教科・領域における

目標・内容・方法の欄には.短期目標を達成するため

に,各教科でどのような力をつけていけばよいのか,

どのような内容でつけていけばよいのか,また,どの

ような方法でつけることができるのかを記入するよう

にしている。合わせて学校での生活をトータルで考え

るために,休憩時間や部活動の時間における支援につ

いても盛り込むように考えている。

表1個別の指導計画　様式1

蝣UK対しで蝣t. nじようにJLくコミュニケーションがとれるォf.こする.
蝣ssaのtPでjl分か引蝣hU*もつようにする.

I3W顎ヨiiBTJ IゴDKEhsH㍗呂[aFWHJ]ぢ1ヨHPM -i-i Hfc:Jl
・ Li..mmxaJに】iSiコEaSiLTJ3EIIrW

・沼Fj芯Tz iWltliiti▼iIJ
l沼=コEqてE7H消uX*D邑∃HHS3トSslta旨けHfllW

e s -fl * 事 m m 内8 方法

e it o n a * 月の会-A Vの会
持ちをもたせる.

* 蝣蝣* * 蝣
EEをt,つ. Ult A * う

m * v
をもたせる.

* ォ蝣させもⅠ

I ll
& 顎.コミュニケ-

- ◆一tsm x n ★

ⅠⅠ
. . . でもV H tォ

B ォ3IS -fi :さl会.I
. 、t l f.U t .

生活 社s ts e暮う. 増田.生され

書* 蝣蝣<サ蝣蝣
シヨン

3 M (ft * ) 」ォ ・蝣蝣・
せた着■をする。

壬栴(S tt 〉 el由な* ll K V K -水捗P

件T ソフトパレIする気持ちをつけ

る. I,-サ* .

蝣ォォH
主I とtA力して仲島

tt*を件る

休B H M その他
蝣・;蝣* とt, 蝣* n m .サ・* 蝣)・

ttるl

様式2 (衰2)は,各教科・領域の担当が作成する

ものであり,様式1をもとに.それぞれの生徒の長期

目標,短期目標の達成に向け各教科でより細かな支援

を行っていくために活用するものとしている。

また,様式3は,各教科.領域における年間計画で

あり,中間評価(前期総合),総合評価(年間総合)

の二つの欄を設け,各時期における生徒の到達度及び

意欲・態度の評価を行うように考えている。合わせて

中間評価を行った後の後期の目標・内容・方法の再検

討・修正.総合評価を行った後の次年度の指導計画を

立てるための指導者側の評価も含めて行っていくこと

で,この個別の指導計画がより有意義なものとなると

考え.作成するものとした。

表2　個別の指導計画　様式2
吾 爺 ( JL l

一 つ ひとつ の書 書 を 大切 l: -よ L)■ か な戟 i iIで 歌うことが でき る.

- つ ひとつ の盲 J 技 大 切 に 、* y i t ,か な発 音 で t tうことが でき る.

Z t白 の書 酎 こR e t Iもち 、歌 うことを兵 しむ ことが できる.

蝣W W M M じとり、● 巾 や J- A のサ ォ .ォわ ォ T ササ 十 もこL が で書 も.

. I - O I l. に Il もt もち 、ォn r >* tt <n n t もt r,廿 で ●Ⅰ で 書も.

鼓 白 の書 Q E lこH 心をもち 、事 付 や サォ のt hきも工 夫 して 鼓g tす る ことが でき る-

t t R のJ E珠 に P 心をもち Lよ i a か な ことばで Ⅰ うことが で きる.

- つひ とつ の書 ■ に P 心 をもち 、Ⅰ の 内 申 を事 ■しな が ら敬 うことがで きる.

・ ォ・ 蝣 サ 蝣 じとりtや h に書 わ tt f- M Iや ●ヰ ff > n * で Ⅰt t も こと小 で †t L-

B K の 土 壌 に I 心 をt Jち . l つ ひとつ の音 暮 を T 事 に 歌 うことが できる I

取只 の J E珠 をJI 辞 し、一 つ ひとつ の f 事 をT 事 に 敬 うこ とがで きる.

t t■ の 蝣 a iニI -も t もt L t▲ つ l> t -> ¢ I B f llつせ りとⅠ うこと小 で * * ..

ォB >n i tォ に蝣 < >* t ち 、Ⅰ Tl や ●外 心 L緒 も含 め て1 か に I . 十 もこ とか tL書も.

I つ ひと つの 古 事 に注 t を白 け 、正 しく尭 * して敬 うことが できる . .

C H 巾 蝣 tt tこM O t t * . , - -.t o i J の古 書 t T . に t Lうこ とかで †もⅠ

サ<*>サ 蝣 * f B L とり+ t h に ◆ わ せた ■ 叶 や > f t >サlサ書で It m r t ことが 寸書 も.

tt B tQ t ォ t ォ 事 L t t れに 合 わせ た 蝣 a e i t Lで れ うこと小 t . もl

ォ <r* * n t t i c上 りt t h に 会わ せ た ●叶 や サtt <n ォ * で. J t十 もこL が でき も,

表3　個別の指導計画　様式3

re j H JJK M W .I .- 三相 こF tr ニ A m i . ま .

B * !t斗 蝣T 'lt m

ァa

Ill .

方立

生者 JL元学 T

B -
一
一

.ーⅠ -

方 jt

n m * w

自eE

rtI書

方5ま

R B

S it

n ォ I
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■草

a .
-

rtI.

方法

生ji

B IT
I
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*! *
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rc ォ

方 法
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この計画案を障害児教育に関わる担任・副担任が一

堂に会し検討を行い,修正を加えていくことで学校と

しての最終的な個別の指導計画案となる。その後,保

護者に学校側の考え方を提示,説明し,合意を得るこ

とで個別の指導計画として完成となる。この個別指導

計画を基に,学校・家庭が連携していくことで,個々

の生徒により有効な支援を行うことができると考え

る。

②カリキュラムの検討

-昨年度より, 24名それぞれにとって有意義な授業

を考えていくために,カリキュラムの検討を進めてき

ている。個々の生徒に適切な支援を行うためにどのよ

うなカリキュラムが求められるのかを考えていくこと

で,-昨年度より「体力・リテラシー」の時間を作り,

昨年度は,表現・コミュニケーションカの育成に重点

をおいた「コミュニケーション・英語工　より少人数

で個々の課題に応じた内容を自ら選ぶことができる

「選択教科」の二つを設定した。

表4　週あたりの授業時数

ォ 生 作 国 & 体

リ

坐 蝣it7 r 体 3

」

学 サ 過

計

料

顔

域

括

早

フ石

業 蘇 学 活 柿 育 組

拷

戟

m

活

動

1tニー 択

敬

料

前

2

級

4

2

前

3

後

n

前

3

後

2

4 1 3 2 1 1 2 2 2 2

8

*　総合:総合的な学習の時間　コ・英:コミュニケーション・英落

体・リ:体力.リテラシー

「体力・リテラシー」の時間とは,生活の基盤とな

る体力作りと言語・数量の基礎・基本を個別の課題に

応じたプリント学習で行う時間であり,月曜日を除く

4日間の1時間目に設定し,継続して行うことで力を

つけていけるものと考えた。

「コミュニケーション・英語」の時間とは,現在,

卒業後に必要とされるコミュニケーションカの育成に

重点をおき,英語を使ったコミュニケーションや身体

表現などの言語以外での表現を身につけることを目的

とした時間であり,コミュニケーションカという観点

から二つの課題別グループを作り,授業を行っている。

「選択教科」の時間とは,個々の生徒の課題を考え

設定した選択肢(20程度)を生徒に提示し,それぞれ

の生徒が自分の好きなこと,自分が苦手で克服したい

こと,得意分野にさらに磨きをかけたいことの観点か

ら自ら選び参加していく授業である。この授業は,生

徒自らが活動内容を選択し,主体的に参加していける

授業であるとともに, 1グループ2-3名という小グ

ループでの学習であるため,個々の実態に合わせた適

切な支援が行いやすい授業でもある。合わせて,個別

の指導計画に盛り込まれた個々の課題にあわせた具体

的な活動を行いやすく,他の教科・領域では扱いにく

い内容についても積極的に取り入れて行うことができ

ている。基本的には,半期ごとで履修内容は変更させ

るが,生徒の希望,前期末における評価によっては,

同一のものを選択させ引き続き層修させる場合もあ

る。

表5　選択教科一覧

前期開設授業 後期開設授業

選択社会 選択体育

濠択音楽 選択音楽

選択美術 選択家庭

お話 .演劇 お話 . 演劇

料理 料理

茶道 茶道

生き物 自転車

アウトドア .洗車 工作

③授業形態の検討

本学級では実際の指導にあたっては,教科等の目標

に対して最も適切な規模になるよう,大小様々な学習

グループを設定している。こうすることによって少人

数グループにおいても24名の生徒たちが,より多くの

仲間たちと共に学ぶ機会をもつことができる。

表6　本学級の学習グループ
教 科等 グノレープ数 1 グ′レープの人数 種別

固辞

ォr・
3 8

課郡 iJU

生活 2 1 6 , 8

作業 3 7 , 8 , 9 任意 .希望

コ英 2 l l , 1 3 梱 り(2)

選択 8 2 ～ 4 希望

学活 3 8 学牢

※これ以外の教科等l瑚Il一斉指導

昨年度まで国語・数学はそれぞれ4名の教師による

4グループを綿威して指導したが,本年度はこれを6

名の教師による3グループ編成に改め,その他の授業

もすべてT. Tで行うこととした。これにより,国

諺.数学については基本的には3グループであるが.

6名の教師による6グループによる学習も可能であ

る。この小グループ化を利用した指導については,以

下に詳しく述べる。
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3. T. Tの2つの形態-Bグループでの比較検討

(1)数学Bグループ

(D生徒の実態と指導体制

本グループは8名の生徒を2名の教師で指導してい

る。生徒の実態としては, 2桁の数まで扱うことがで

き,具体物または半具体物を操作することで計算がで

きる生徒が4名と数の位取りを理解し5桁を超える数

にも対応でき.繰り上がり繰り下がりのある計算も数

式のみで行うことができる生徒が4名と大きく二つの

グループに分けることができる。

指導体制としては集団を生かした取り組みを原則と

し, 8名の生徒を分けることなく2名の教師で指導を

行い,必要に応じて個別的な指導を行ったり,グルー

プに分かれ指導するなど柔軟な対応を行っていくこと

とした。

②個別の課題と集団指導

本グループでは,個別の課題を集団指導の形にまと

めていくための手だての一つとして,体を使ったサイ

ンを授業に取り入れた。生徒は答えを導き出すまでの

過程や考え方を他の生徒に発表し,聞く側の生徒も発

表された内容がどうであったか,体を使ったサイン

(「あっているよ」 「もう一回やったほうがいいよ」 「も

っと違うやり方があるよ」のサイン)で表し,それを

きっかけとして,互いに励まし合い,教え合い,学び

合いながら学習を進めていった。そのような様々な関

わり合いにより,個々の課題にそれぞれが取り組む学

習や「生徒と教師」という関係のみの指導では,得ら

れない学習の広がりをもたせることができたのではな

いかと思われる。

生徒Aは.学習のペースが他の生徒より遅いが.友

だちのやり方を見本としたり,生徒同士や教師とのや

りとりや励ましを通して,自分の考えを組み立ててい

くことができた。生徒Dは,やる気はあるが集中力に

欠ける面がみられたが,サインをすることによって他

の生徒の発表にも注目でき,競争心も高まって意欲的

に意見を出した。生徒Fは,考え方や計算も他の生徒

よりも確実に行えるが,みんなの前で発表したり.意

見を述べるのは苦手である。しかし,体を使ったサイ

ンなら受け入れやすく,発表するというより他の生徒

に教えるというアプロ-チであれば,自分の考えを整

理しながら自信をもって伝えることができた。

③T. Tによる指導

生徒8名を教師2名で指導するにあたり,一人は前

で全体の状態を把握しながら授業の流れを作り,もう

一人はそれをフォローしながら個々の生徒の細かい援

助を行っていくという役割分担をして指導を進めた。

指導内容によっては.その役割が入れ替わったり.グ

ループに分かれてそれぞれが指導を行ったり,一人が

生徒のモデルとなって問題を解いたりするなど.教師

間で連携しながら.状況によって臨機応変に対応して

いくよう努めた。

また,一人より二人の目で生徒を見ることにより.

それぞれの気付きや考え方を学び合うことができ,よ

り客観的な評価と細かい指導が行えたのではないかと

思われる。

④今後の課題

集団指導をより効果的に行うためには.個々の実態

把握や適切な課題の設定が重要となってくる。しかし,

そのために必要な教師間での日々の授業の反省や情報

交換をしっかり行えていたかは課題が残る。

また,集団指導を行う一方で,個々の課題に対応し

た教材・教具の工夫や開発についてもさらに検討して

いかなければならない。

このような取り組みを行うことにより,集団で培わ

れた個々の力を,個別の課題と照らし合わせながら分

析し,個別の指導計画や今後の授業づくりに生かして

いかなければならない。

(2)国語Bグループ

①生徒の実態と指導体制

国語では生徒の実態をふまえ, 8名をさらに二つの

小グループに分けてそれぞれ1名の教師が指導してい

る。生徒の実態は,学習内容を理解して主体的に学習

に取り組むことができる生徒が4名,理解するのに時

間がかかり,ゆっくりしたペースで学習を進めていく

方がよい生徒が4名であるので.二つのグループに分

けることを考えたO　しかし.このまま4名ずつにわけ

ると一方のグループはひとつの学年のみの構成になっ

てしまうので,学年の人数バランスも考慮に入れて小

グループを編成した。指導体制としては.個を生かし

た取り組みを原則とし.必要に応じて8名の生徒を2

名の教師で指導するという形で進めていくこととし

た。

(∋授業での生徒の様子

小グループにおける指導では,教師1名に対して生

徒4名ということで一人ひとりの実態がつかみやすい

というよさがある。それを学習の進め方や生徒への対

応の仕方に生かして,生徒のペースにそった授業内容

を組むことができた。

生徒Dは国語への関心が高く,発表意欲もあるが,

正確さや集中力に欠ける面が見られたので,細かいと

ころに目を向けて取り組むよう常に声をかけた。また

他の生徒の見本となるような発表をする場を設けるな

どして,周りを意識させながら学習を進めることで.

楽しく参加することができた。
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学習のペースがゆっくりしている生徒Aは,他の生

徒より作業に時間がかかり.発表も少ないが,教師が

授業内容を絞って書く量を少なくすることで,時間内

にやり遂げることができたO　また,グループの他の3

人がするのを見て手本にしたり,友達の励ましを受け

ながら自分の思いを発表しようとする場面も見られ

・y,-.

もう一つのグループでは,国語の学習で何がやりた

いかをはっきり言える生徒が多く,それらを実現して

やることによって,意欲が増大し,より主体的積極的

的に取り組むことができる。例えば,説明文の学習で

は, 4人が主体的に文を書き進めたり,発表する内容

を決定したりすることができた。

③今後の課題

少人数によるグループでは,単発的な発言に終始し

たり,話題が広がらなかったりすることも少なくない。

さらに,お互いを高め合うような刺激が少なく,多様

な意見や感じ方を知る機会も限られてしまう。そこで,

必要に応じて集団を生かした学習や取り組みをしてい

くことで,生徒が互いに刺激を受け,それが個の課題

解決に有効に働いたり,意欲を高める手段になったり

すると考える。

以上のことから,少人数指導を行うにしても集団指

導を行うにしても.どちらも教師間の連携や情報交換

が必要であることがわかった。各グループの学習内容

や指導方法,生徒の様子などについて授業の反省も含

めながら,教師同士が話をする中で,次の授業で個を

どう生かしていくのか探っていくことも大切であるO

しかし,現状では,十分な話し合いができていないこ

とが課題である。

今後は,それぞれの指導体制で培われた個々の力を

生かせるよう.教師集団が連携を取り合って,指導計

画や指導方法の改善を模索していかなければならな

い。

4.成果と課題

(1 )個別の指導計画

様式1については.当初授業についてのみ記載する

こととしていたが,障害をもった生徒の指導という観

点からは,一目のあらゆる時間において指導が継続さ

れるべきであり,事実改善すべき行動は授業時間以外

に現れがちである。そこで. 「休憩時間その他」の欄

をもうけ,一括ではあるが,授業時間以外の時間の目

標等についても記述できるようにした。これによって

本指導計画は生徒の学校生活一般に関するものとして

活用できるものとなり,生徒個々の生活指導において

担任間の方針の統一とその後の検討に寄与している.

様式Zについては,非常に簡単な様式であり.これ

までも各教科(等)担当において作成されてきたもの

であるが.改めて様式として定めたことで,比較や検

討が容易になった。

様式3については.これまで作成されていた各教科

(等)の年間指導計画を個別化したものである。元に

なる年間計画に様式1と2に記述された生徒個々の目

標等を採り入れ,最も具体的な指導計画となるもので

ある。評価も同時に記載できるので,そのまま通知表

にできる内容を含んでいる。しかし.現在の各教科

(等)の年間計画の記述を使用し,さらに個別の目標

等を反映させると,かなりの量になると予想されるの

で,様式3に含む内容と通知表に含む内容及びその様

式は関連をもたせながら,さらに検討していく必要が

.*>る._、

(2)カリキュラム

体力・リテラシーについては, 1日の時間数をそれ

ぞれ1/2時間とし, 1校時日に配置している。 3年目

の今年卒業する3年生の生徒たちを見ると,体力の面

で1年生の時のひ弱さが強く思い起こされる.持久走

のタイムの比較では,変化よりも各回のゆらぎの方が

強く,効果の判定はできなかったが.欠席の日数が目

に見えて減少したり一過の終わり金曜日あたりの様子,

あるいは一目の内でも終業に近づいた頃の様子を比較

しても明らかに違いがある。成長期であり,身体がし

っかりしてくる時期であるので.すべてこの体力づく

りの成果ということはできないが.一定の効果が上が

っているととらえている。

なお,本学級の生徒の中には.卒業後肥満の傾向を

示すものが毎年1-数名ある。またより一般的な傾向

では,学齢後の生活の中でそういった傾向を示すもの

が多い。多くは運動の不足である。学校で毎日運動す

る習慣を,家庭や,卒業後の生活の中心となる甥で継

続できない場合,肥満という結果となって現れる。本

人の中に意識として習慣づけられていても,それを実

行できる環境がもうけられるかどうかにかかってい

る。在学中は少なくとも意識の部分に習慣づけていき

たいものである。

リテラシーの時間は短時間でも毎日の継続を時間的

に保障するものとして実施したが,現実には日常の国

語・数学の指導(教材研究・作成)にこの時間の課題

作成が加わり,教材作成者と指導・監督者が異なるこ

ともあって,計画的・継続的な実施は円滑さを欠くこ

とが多くなった。

反面, 1校時日を学級(学年)担任の時間として固

定したことで,学級活動はスムーズに進めることがで

きた。特に毎朝行う朝の会の内容を充実し,丁寧に行
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うことができ,その後の一日の学校生活全般において

生徒の主体的な行動を呼び起こしたのではないかと考

える。また,個別の指導という観点からも.家庭から

の連綿ノートの内容をゆっくり確かめ,必要な指示・

指導を行うことができた。

コミュニケーション・英語については,末だ試行錯

誤的な面が多くあるが,引き続き指導の内容の精選を

行い, 3年を1サイクルとした指導要領の作成を視野

に入れて実践を継続する必要がある。コミュニケーシ

ョンという新たな指導内容に関わる部分と,英語とい

う既存の教科を対象となる生徒に合わせて再構築する

という部分が含まれる。今後はコミュニケーションの

部分により力を注ぎ,個別の課題の解決に資すること

ができるような指導内容を構築する。

選択教科については,指導の1形態として,また1

教科として生徒にも教師にも定着した観がある。スタ

ッフは今のところ3組の担当教官(常勤・非常勤含む)

6名と教科の非常勤講師(15年度は2名)に限られる

ので,開設する教科にも自ずと限りがある。 1教科の

受講人数は8教科開設で3名(2名または4名の場合

有り)となり.人数的には適切な規模と考えている。

今後必要なことは,内容をより充実させることももち

ろんであるが,個別の指導計画に対応して生徒一人ひ

とりの課題の解決にあたるひとつの方法であるという

観点から,きめ細かな指導計画の作成が必要である。

(3)T. Tについて
今回の比較検討においてはどちらかの方法が優れて

いるという結果とはなっていない。また,教科の特性

によるものと考えられる違いも明確にはなっていな

い。継続して検討する必要もあるが,いずれの方法に

しても,それぞれの長所を組み合わせ,必要に応じ柔

軟な形態をとることができる設定が必要であろう。ま

た.二人の教師間の情報交換と,二人の異なる視点と

専門(得意)分野を生かした指導方法や教材の開発を

行うことが重要であるとの指摘がなされている。

我々が生徒の指導に当たって心がけている「個を大

切に」するということはティームを組む教師間にもそ

のままあてはまるのであろう。

5.おわりに

我々は個別の指導計画の実行にむけて指導計画の策

定のための様式作りにとどまらず,計画がスムーズに

実行できるための九リキュラムの整備や新たな指導内

容の創造,指導形態の比較検討などの環境づくりを並

行して行ってきた。本稿ではふれなかったが,保護者

(家庭)や地域との連携も必要である。

これらが総合されて形としての個別の指導が可能に

なる。それにも増して.意識の中に個を尊重し.個を

生かし.個を伸ばす信念が必要であるO　今後もこの信

念を絶やさぬよう,実践を重ねていく所存である。

Ⅳ　結論

今年度は.昨年度のアンケート調査の結果から,煤

護者,小・中学校及び大学が実際に連携を深めていく

ための具体的な方途を探ると同時に,児童・生徒の実

態把握や,それに基づいた指導計画の作成,教育実践

などを事例的に行い,個別の指導計画についての相互

の共通理解を図っていくことを当初考えていた。しか

しながら,これらは十分に達成されたとは言い難い。

先ずは,心理検査の実施等を含む児童・生徒の詳細な

実態把握を,小・中学校と大学が協力して今後行って

いくことが必要であろう。

また,個別の指導計画に関しては,現在各地で様々

な取り組みがなされているが,児童・生徒の現在及び

将来の,家庭,地域,学校での生活をより充実したも

のにしていくために,本人や家族のニーズやライフス

タイルを重視し,収集した情報に基づいて.明確な進

度評価が可能な長期・短期目標を立て,そこから必然

的に生じる指導内容の個別化を図っていくことが,そ

の基本的な理念ではないかと考えられる。児童・生徒

の実態によっては,個別のスケジュールを組むことも

必要になるかも知れない。これらの視点から小・中学

校の個別の指導計画を見ると,今後さらに検討してい

くべき課題が残されているように思われる。
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